











































































2.1  コモグニション 
2.1.1  コモグニション論 











































































































































































































































記号表現 メタレベル規則 実体 


















































































































































154 鈴木  これとこれ (底辺と赤のゴムを指して )
は平行なんや。 
155 C これとこれ。 
156 広瀬 何で？ 
157 鈴木 平行なんやない？ 
158 鈴木 これとこれ。 
159 谷口 これとこれ(底辺と赤のゴムを指して)。 
160 鈴木 平行で、こことここ(直角に近い同位角
を指して)等しくって・・・。 
161 T どうして平行になるんや？ 
162 広瀬 どうして平行になるんや？ 
163 鈴木 平行やとしたらやぞ。 
164 広瀬 証明してください。 
（中略） 
178 広瀬 同位角や。 
179 鈴木 ２組の角が等しい？ 
180 広瀬 うん、２組の角が等しい。 
181 鈴木 んで、ここ(頂点を指して)は？ 







































































































































































04 T： なるの？ 
05 渡辺：上底と下底。 























19 C： ない。 
20 T： ゼロなんでしょ。 
21 C： あーっ。 
22 T： すると、ゼロたす底辺、×高さ÷２． 
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